





































































国 内 政 治
国民議会議員選挙の結果







（NC）と社会主義党ネパール（SPN）は議席獲得とはならず，NC は第 1 州，第 2 州，
バグマティ州，ガンダキ州，第 5 州（現ルンビニ州），そしてスドゥールパシュチ
ム州で敗れ，改選前より ₇ 議席を失った。これにより，59議席のうち，NCP が
50議席，NC が ₆ 議席，RJP-N が 2 議席，SPN が 1 議席を占めることになった（表
1 ）。 
　大統領の指名によって決まる 1 議席については， ₉ 月17日に NCP のバムデ
ブ・ゴウタムが指名された。ゴウタムは，後述するオリ首相とダハール共同議長























Mrigendra Kumar Singh Yadav RJP-N
Bagmati 州 女性その他
Ganga Kumari Belbase
Bedu Ram Bhusal NCP
Gandaki 州 女性その他
Bhagabati Neupane












Maya Prasad Sharma NCP
















され，同年12月の常任委員会で2020年 1 月 ₈ 日の中央委員会にて統合することが
決定された。
　しかし中央委員会は，23日に予定されていた国民議会選挙の準備を理由に29日













央委員会のメンバー445人に占める旧 CPN-UML と旧 CPN-MC の割合は60対40で














　 ₆ 月24日に開催された第 1 回の常任委員会で，オリ首相とダハール共同議長と
の対立が鮮明になった。会合でダハール共同議長は，自身の保身のために失策が
続くオリ政権を強く批判し，首相と NCP 議長からの辞任を求めた。首相の 5 年
の任期を半分ずつ分け合うという提案があったにもかかわらず，オリ首相に譲歩








　 ₆ 月30日，ダハール共同議長とネパール，カナル，ゴウタムらの ₃ 人と，44人
の常任委員のうち30人の委員がオリ首相に首相と議長を退くよう要望した。一方
オリ首相は同日，バンダリ大統領と面会し，連邦議会の予算会期の閉会について
議論した。 ₇ 月 2 日にオリ首相は急遽閣僚会議を招集するとともに，その場で閉
会を決定し，即日に大統領に承認を求めた。バンダリ大統領はそれを承認し， ₇
月 2 日の午後 5 時をもって代表議会と国民議会は閉会した。オリ首相が自身への
不信任決議を回避するねらいがあったとみられている。
　 ₇ 月 2 日，ダハール共同議長はオリ派閥のリーダーと面会し打開策を模索した。




















































題を議論するために 5 月に開催されて以来 ₇ カ月ぶりとなる。与党の分裂危機が
増すなかで，王党派の国民民主党ネパール（RPP）の支持者らが王政復古とヒン








































　12月26日， ₇ 月以来閉会されていた議会を2021年 1 月 1 日に再開することが決
定された。分党の可否をめぐる選挙管理委員会の判断は2021年に出される。
新型コロナウイルス感染症への対応








主要な交易拠点であるラスワガディ国境を封鎖した（ ₇ 月 ₆ 日に解除）。同日，ヒ
マラヤ航空が 2 月 ₇ 日よりカトマンドゥ＝中国間の全航空路線の当面の運休を発




　しかし ₃ 月23日に 2 例目の感染者が出ると政府は，24日午前 ₆ 時から31日まで，
全土でロックダウン（都市封鎖）を行うことを決定した。 ₃ 月31日には「Visit 
Nepal キャンペーン」の一時中止も発表された。ロックダウンは ₆ 月10日までに





　ところが ₈ 月に入っても感染が終息せず， ₈ 月10日に政府は，17日から予定し
ていた国際線，国内線フライトおよび長距離移動バスの再開について，31日まで



































　世界銀行が10月 ₈ 日に刊行した South Asia Economic Focus, Fall 2020: Beaten or 




















　なお ₇ 月 1 日に世界銀行は，ネパールを低所得国から下位中所得国へ格上げし
た。 1 人当たりの国民総所得（GNI）が2019年に1090ドルに達し，下位中所得国の
基準である1036ドルを超えたことによるものである。
対 外 関 係
新型コロナウイルス感染症への南アジア地域協力連合域内の協力
　新型コロナウイルス感染症への南アジア地域協力連合（SAARC）域内の連携は
早かった。「世界の総人口の約 ₄ 分の 1 を占める南アジアでの公衆衛生インフラ
ストラクチャーの脆弱性に起因する大規模な病気の蔓延は破壊的である」という




























対し，India Today TV に出演したギャワリ外務大臣は，「ネパールは他国のいか
なる干渉も許さない」と強く否定した。また同大臣は，「インドと中国は（ネパー





































（出所）　左：The Kathmandu Post などを基に筆者作成。右：Nepal emblem alternative
























































　一方，中国は NCP 内の対立を解決するために調停に乗り出した。 ₄ 月30日，











安定を損なうものとして懸念していたようである（Kathmandu Post，2020年 5 月
2 日）。
　オリ首相が不信任決議を回避するために代表議会と国民議会の閉会を決定し，
NCP 内の対立が深まるなか，侯艶琪は ₇ 月 ₃ 日にバンダリ大統領と面会した。










































































29日 ▼ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症
（COVID-19）流行の影響を受け，中国に接す
るラスワガディ国境を閉鎖。
▼ 1 月 5 日に延期が決定された NCP の中




2 月 5 日 ▼権力濫用調査委員会，バルワター
ルの公有地をめぐる詐欺事件で前大臣，現職
議員，政府高官を含む175人を起訴。
１１日 ▼ オリ首相とダハール NCP 共同議長，
保留になっていた党下部組織の統合について
意見交換。進展はみられず。























3 月 2 日 ▼ネパール民間航空局，政府に対し
日本，中国，韓国，イタリア，イランの 5 カ
国の国籍保有者に対する到着時の観光ビザの



















20日 ▼政府， ₃ 月22日から31日までの間，
ネパール発着のすべての国際線フライトの運
航停止を決定。
23日 ▼政府， ₃ 月24日午前 ₆ 時から ₃ 月31
日までの間，全土でロックダウン（都市封鎖）
を行うことを決定。
29日 ▼政府，ロックダウンを ₄ 月 ₈ 日まで，
国際線の運航停止措置を ₄ 月15日まで延長す
ることを決定。
3１日 ▼ 政府，「Visit Nepal キャンペーン」
の中止を決定。
4 月 6 日 ▼政府，ロックダウンを ₄ 月15日ま
で延長することを決定。その後， ₄ 月14日，
























首相と面談。翌 5 月 1 日にダハール共同議長，
NCP のリーダーで前首相のネパールと面談。
5 月 2 日 ▼ NCP，常任委員会を開催。
7 日 ▼スイス大使，ダカール保健・人口大
臣に ₃ 万個の PCR（ポリメラーゼ連鎖反応）
検査キットを寄贈。



























30日 ▼政府，ロックダウンの ₆ 月14日まで
の延長， ₆ 月30日までの全国際線および国内
線フライトの運航停止を決定。


































20日国 ▼政府， ₈ 月17日から国内線および
国際線フライトの運航再開を決定。
22日 ▼ ₃ 月24日から継続していたロックダ
ウンの解除を発表。




































１１月 3 日 ▼ネパール政府，中国政府とともに
フムラ地区での中国の国境侵犯はないと発表。
独自に調査を行った NC は，NCP を批判。

























₄ 月30日および 5 月10日の選挙を決定。









































　 2 　政府要人および第 2次オリ内閣
（2020年１2月改造）の閣僚
大統領 Bidya Devi Bhandari ＊（NCP）
副大統領 Nanda Bahadur Pun（NCP）
代表議会議長 Agni Prasad Sapkota（NCP）
同副議長 現時点で未定
国民議会議長
 Ganesh Prasad Timilsina（NCP）
同副議長 Shashikala Dahal ＊（NCP）
　閣僚会議大臣（Council of Ministers）
首相，国防省 K.P. Sharma Oli（NCP）
副首相 Ishwar Pokharel（NCP）
内務省 Ram Bahadur Thapa（NCP）
エネルギー・水資源・灌漑省
 Top Bahadur Rayamajhi（NCP）
財務省 Bishnu Prasad Paudel（NCP）
外務省 Pradeep Kumar Gyawali（NCP）
保健・人口省 Hridesh Tripathi（NCP）
産業・商業・供給省 Lekh Raj Bhatta（NCP）
教育・科学・技術省




水供給省 Mani Chandra Thapa（NCP）
農業・畜産開発省
 Padma Kumari Aryal ＊（NCP）
公共事業・交通省
 Basanta Kumar Nembang（NCP）
労働・雇用・社会保障省
 Gauri Shankar Chaudhary（NCP）
通信・情報・技術省 Parbat Gurung（NCP）
土地・協同組合・貧困撲滅省
 Shiva Maya Tumbahamphe ＊（NCP）
法務・司法・国会省
 Lila Nath Shrestha（NCP）
連邦制度・総務省
 Ganesh Singh Thagunna（NCP）
森林・環境省 Prem Bahadur Ale（NCP）
女性・子供・高齢者省
 Juli Kumari Mahato ＊（NCP）
青年・スポーツ省













2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/201）
人 口（100万人） 28.3 28.7 29.1 29.5 29.9
消 費 者 物 価 上 昇 率（％） 9.9 4.5 4.2 4.6 6.5
為 替 レ ー ト（ 1 ドル＝ルピー） 106.4 106.2 104.4 112.9 113.9
（注）　 1 ）推計値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2019/20, Macroeconomic Indicators, 同 
Annex 4.2 National Consumer Price Inflation.
　 2　支出別国内総生産（名目価格） （単位：100万ルピー）
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/201）
消 費 支 出 2,161,519 2,315,287 2,538,509 2,802,558 3,085,072
政 府 部 門 259,704 299,852 354,262 399,992 434,945
民 間 部 門 1,861,157 1,968,898 2,133,679 2,346,315 2,591,170
非 営 利 部 門 40,659 46,536 50,567 56,251 58,957
総 資 本 形 成 763,416 1,252,133 1,641,269 1,956,371 1,889,263
政 府 総 固 定 資 本 形 成 160,502 169,543 261,507 236,360 234,341
民 間 総 固 定 資 本 形 成 486,792 671,150 790,450 928,579 825,624
在 庫 変 動1） 116,123 411,440 589,312 791,432 829,298
財 ・ サ ー ビ ス 輸 入 885,111 1,133,319 1,406,068 1,599,955 1,508,982
財 ・ サ ー ビ ス 輸 出 213,338 240,392 271,217 299,819 301,690
国 内 総 生 産（GDP） 2,253,163 2,674,493 3,044,927 3,458,793 3,767,043
（注）　 1 ）在庫変動が残留して引き出されるので統計上の誤差 / エラーが含まれる。2019/20年度の推計
による。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2019/20, Annex 1.6: GDP by Expenditure 
Method.
　 3　産業別国内総生産（2₀₀₀/₀1年固定価格） （単位：100万ルピー）
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/201）
農 林 水 産 業 240,681 253,197 260,255 273,514 280,590
鉱 業 ・ 採 石 3,143 3,575 3,892 4,239 4,210
製 造 業 44,223 48,510 52,957 56,570 55,288
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 14,168 17,067 18,741 20,424 26,295
建 設 業 40,904 45,987 50,595 54,669 54,499
卸小売・宿泊・飲食サービス業 105,674 117,711 131,828 146,231 146,625
運 輸 ・ 倉 庫 ・ 通 信 業 76,314 81,249 85,019 90,045 87,841
金融・不動産業・ビジネス支援活動 88,448 94,529 99,873 106,007 110,181
公 務 ・ 国 防 13,857 15,113 15,880 16,760 17,918
教 育 52,613 56,501 59,340 62,373 65,415
保 健 衛 生 ・ 社 会 事 業 12,041 12,924 13,742 14,671 15,708
そ の 他 の サ ー ビ ス 34,111 36,013 38,007 40,187 42,078
国 内 総 生 産（GDP） 768,835 832,060 887,817 949,886 971,500
実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率（％） 0.6 8.2 6.7 7.0 2.3
（注）　 1 ）推定値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2019/20, Annex 1.5: Gross Value Added 
by Industrial Classification （At base year prices of 2000/01）.
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2020年　主要統計
　 4 　対外貿易 （単位：1,000万ルピー）
2017/18 2018/19 2019/20（First Eight Month）
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
％ ％ ％ ％ ％ ％
インド 4,672.0 57 81,410.2 65 6,273.2 65 91,790.9 65 5,227.9 70 56,667.4 61
中 国 243.8 3 15,998.7 13 211.0 2 20,552.7 14 108.9 1 14,665.2 16
その他 3,220.2 40 27,101.5 22 3,226.8 33 29,509.9 21 2,154.1 29 21,091.6 23
合 計 8,136.0 100 124,510.3 100 9,711.0 100 141,853.5 100 7,490.8 100 92,424.3 100
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2019/20, Annex 6.1: Status of Foreign 
Trade （Rs in ten Million）.
　 5 　国際収支 （単位：1,000万ルピー）
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19
経 常 収 支 14,041.9 -1,013.1 -24,682.2 -26,536.0
貿 易 ・ サ ー ビ ス 収 支 -67,177.3 -89,292.7 -113,410.8 -130,006.0
貿 易 収 支 -68,162.2 -89,581.8 -113,579.9 -128,483.4
サ ー ビ ス 収 支 984.9 289.1 169.1 -1,522.6
所 得 収 支 3,400.4 3,099.5 2,261.5 3,991.6
経 常 移 転 収 支 77,818.7 85,180.1 86,467.1 99,478.5
資 本 移 転 等 収 支 1,698.7 1,336.3 1,772.2 1,545.9
金 融 収 支 2,963.8 2,664.0 10,283.4 9,644.9
直 接 投 資 592.1 1,350.4 1,750.5 1,306.5
証 券 投 資 0.0 0.0 0.0 0.0
そ の 他 投 資 2,371.8 1,313.6 8,532.9 8,338.4
誤 差 脱 漏 1,685.0 3,342.3 11,388.7 9,668.9
総 合 収 支 20,389.5 6,329.4 -1,238.0 -5,676.3
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2019/20, Table 6.11: Balance of Payment 
Summary （Rs in ten Million）.
　 6 　国家財政 （単位：10万ルピー）
2017/181） 2018/192） 2019/203）
総 収 入 7,655,316 7,588,222 9,501,461
歳 入 8,396,619 8,270,170 10,117,584
税 収 7,371,183 7,504,992 9,129,490
非 税 収 925,024 765,178 988,094
贈 与 228,987 319,919 605,277
総 支 出 9,579,801 9,411,207 13,018,581
経 常 支 出 7,164,176 7,019,616 9,489,406
資 本 支 出 2,415,625 2,391,591 3,529,175
（総 収 入 － 総 支 出） -1,924,485 -1,822,985 -3,517,120
財 政 収 支 -682,755 -1,822,985 -3,517,120
政 府 国 内 貸 付 ・ 出 資 金 978,846 674,173 1,040,847
政 府 対 外 金 融 投 資 2,403 13,351 3,500
国 内 借 入（純） -620,669 -1,557,945 -1,797,255
外 国 借 入（純） -1,043,335 -952,564 -2,764,212
総 合 収 支 1,241,730 0 0
（注）　 1 ）実際の予算額。 2 ）修正した推計値。 ₃ ）推計値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, 29 May 2019, Budget Speech of Fiscal Year 2019/20, 
Budget Summary Annex-1.
